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Nano-JASMINEは、2014年 12月から 2015年 12月の間に打ち上げ予定の日本の位置天文観測衛星である。
データ解析では、ESAの大型位置天文観測衛星Gaia用に構築された core 解析ソフトウエアAGIS(Astrometric
Global Iterative Solution)を、Nano-JASMINE用に一部修正して用いる。AGISの Nano-JASMINE用の修正、
および日本担当の Nano-JASMINE用前処理プログラムを用いた end to end試験が進行中である。本講演では、
とくに前処理部分のプログラムの改良および評価について報告する。
Nano-JASMINE衛星のデータ解析に関するコード開発については、2015年 3月 11日にレビュー会を実施する

予定である。これをもって、打ち上げ前の解析ソフトウエア開発はほぼ一段落し、以後は解析に関しては打ち上
げ後のデータに基づくシステム同定作業と、打ち上げまでのコード開発作業は運用支援のためのソフトウエアの
開発に重点を置くことになる。2013年 12月に打ち上げられたGaia衛星においても、打ち上げ後に様々な問題が
明らかになっており、これらの経験を Nano-JASMINEに生かして、予想される問題点に関する準備も開始する
予定である。これについても報告する予定である。


